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9
超

　　　　　i

譲
る
脚
月
、
，

　～『，

　
　
大
正
か
ら
昭
和
●
そ
し
で
平
成
八

戦
後
ニ
ッ
ポ
ン
を
支
え
た
人
た
ち

　
今
年
の
春
・
秋
の
叙
勲
で
、
白
石
市
内
か
ら
六
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
月
は
、
戦
中
・
戦
後
の
激
動
期
を
く
ぐ
り
抜
け
な
が
ら
、
地

道
に
職
務
を
全
う
さ
れ
、
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
い
た
方
々
の
う
ち
、
四
名
の

方
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

鑛羅

1曙竈『・～　　　　　　　　，　講　　　 長』を嵐

灘。一酵擁．セ、繍、，1毒鞠£、鱒
　　　　　　　　　　ぺ　　

　　　一1
　　　蘇　浮
　　　　巽
　　　　　　ロ　　、畳・芦
　　4　　一
　　　、　　　『　　　F

　　肖
　　サ　　　ロ　　マ　　チ　　ニが

の

　　　げ　　び
1耀、

跡一・

．！

　
レ
幕
鱈
蟻

灘
撃
．
描

　
　
　
　
　
闇
㌍
、
晶
　
、

　
、
雑
　
　
脇
…
霞

　
　
鰹
躍
糞
、

　
　
　
　
．
醤
顎

　
　
　
　
』
～
驚
．

　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
塁
》
匠

転
、
」
i
　
　
礎
箋

蘂
難
麟

　
　
づ
　
イ
　
　
謄

　
門
巌
・
－
轍
届

　
　
誕
羅
灘
、
謬
鍵

　
　
　
　
暴
蓄
属
㌔

　
　
！
　
　
魂
蚕

　
；
前
碧
払
紅
「
起
薯
糞

　

ー
注
　
i
　
　
　
　
手
臥
許
“

諾
』
藍
勧
甑
糠

　
．
｝
’
・
　
　
　
よ
鱈
葺
－

　
　
　
　
　
蜜
　
　
　
　
ゆ

禮
循

　
多
廟

乾
き
矯
“
締
、
↑
享

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幾

門『

．
辞
、

自
，
（
、

罵

門羅
　龍、噸

砿
、

瞭写

　　噂．卜
乳
、

ら
ぼ
γ

二
の
顔
は
　
か
穿
糧
謬
に
耐
え
た
顔
で
あ
る

く
る
し
み
に
耐
羨
ノ
傾
で
あ
る

人
の
世
の
様
々
な
舞
に
　
じ
っ
と
耐
え
た

顔で

磨
る

そ
し
で
ひ
と
二
と
吾
弁
解
を
し
な
い
顔
で

あ
る

4
歪
書
冠
薯
し
な
い
顔
で
あ
る

一
蓄
犬
事
な
看
の
に
　
’
番
大
事
な
い
の
ち

　
・
ヒ
7
喜
　
　
　
　
　
醐

［
を
か
け
で
ゆ
く
そ
う
い
ラ
キ
ゼ
ン
と
し
た

顔である、
二
の
眼
の
深
さ
を
見
多
が
い
い

足
で
運
ん
だ
郵
便
物

　
ん

　
さ朝

今
嚢

木鈴
■
　
　
囎
纒
㎜
　
箆
！

　
鈴
木
さ
ん
の
仕
事
は
、
山
間
地
に
郵

便
を
集
配
す
る
こ
と
。
始
め
た
昭
和
三

十
二
年
当
時
、
自
宅
か
ら
蔵
王
地
区
ま

で
の
往
復
十
八
キ
ロ
の
行
程
は
、
す
べ

て
歩
き
だ
。
当
時
は
新
聞
も
郵
便
と
一

緒
に
配
達
し
て
い
た
の
で
、
配
達
物
の

な
い
日
は
な
い
。
従
っ
て
年
中
無
休
だ
っ

た
。

　
朝
八
時
す
ぎ
、
夏
は
地
下
足
袋
、
冬

は
長
靴
に
輪
か
ん
じ
き
を
は
き
、
郵
便

物
の
山
と
弁
当
の
入
っ
た
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
っ
て
家
を
出
る
。
新
雪
の
時
は
、

輪
か
ん
じ
き
が
き
か
ず
、
膝
ま
で
埋
ま

り
な
が
ら
の
悪
戦
苦
闘
と
な
る
。
「
雪

の
時
が
一
番
つ
ら
か
っ
た
。
吹
雪
で
前

に
進
め
ず
、
引
き
返
し
た
こ
と
も
何
回

か
あ
っ
た
ね
」
と
当
時
を
振
り
返
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

榔
ぎ
．
監
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
轟
セ

暖
、

無タ

監．
～　　「、損

轡穫
霞
　　ド　　感
　　価　　擁ド
　　　『

　　細禰

轟』慧》

雰
・蓄

、

さ、

＞
昭
和
四
十
二
年
の
白
石
七
夕

’
ノ
華
望
．

Z
．

7
’

鵠
蟹
－

　
　
’
皿

（
前
原
康
夫
氏
撮
影
）

』』レξ

深
い
眼
の
底
に
あ
る
　
さ
ら
に
深
い
憂
い
を

見
る
が
い
い

冒
発
解
や
蓄
い
わ
け
ば
か
り
し
で
い
る
人
聞
に
は

二
の
深
い
憂
い
信
で
き
な
い

息子よ

　
二
ん
な
顔
で
生
き
で
ほ
し
い

娘
よ
　
二
ん
な
碩
の
若
者
と
　
め
ぐ
り
逢
っ

。
て
ほ
し
い

　
　
　
　
コ
レ
ん
参
顔
で
レ
相
田
み
つ
を
・
作

盛

4

▲雪の中をバイクで配達中の鈴木さん‘昭和60年〕

　
今
は
廃
鉱
に
な
っ
た
が
、
弥
治
郎
の

　
　
　
ぜ
う
こ
う

う
え
に
石
膏
を
採
掘
し
た
福
岡
、
荒
川

両
鉱
山
が
あ
っ
た
。
沢
底
に
あ
る
鉱
山

ま
で
滑
る
よ
う
に
下
り
、
は
い
ず
る
よ

う
に
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
、
こ
こ

で
何
度
け
が
を
し
た
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
う
。

　
蔵
王
地
区
が
見
え
て
く
る
と
、
「
郵

便
の
お
じ
ち
ゃ
ん
が
来
た
」
と
元
気
な

子
供
の
声
。
「
ご
苦
労
さ
ん
。
大
変
だ
っ

た
ね
」
と
差
し
出
さ
れ
た
熱
い
牛
乳
を

飲
む
と
、
疲
れ
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
こ

ん
な
喜
び
と
家
内
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
、
三
十
一
年
間
こ
の
仕
事
を
続
け
て

こ
れ
た
、
と
感
謝
す
る
。

　
昭
和
三
十
八
年
か
ら
は
ベ
イ
ク
に
変

わ
っ
た
が
、
雪
で
除
雪
車
が
動
け
な
い

と
き
は
、
や
は
り
歩
き
。
鈴
木
さ
ん
の

　
　
し
わ

顔
の
織
は
、
冬
の
厳
し
さ
を
乗
り
越
え

た
年
輪
に
見
え
た
。

街
頭
の
裁
判
官
た
れ

進さん■佐藤

？

デ
　
嚢

　
「
君
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
街
頭
の
裁

判
官
に
な
る
の
だ
。
法
律
に
使
わ
れ
て

は
い
け
な
い
。
法
律
を
使
う
警
察
官
に

な
れ
」

　
昭
和
十
九
年
、
警
察
練
習
所
長
の
卒

業
訓
示
の
言
葉
で
あ
る
。
佐
藤
さ
ん
は

こ
の
言
葉
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

終
戦
前
、
米
さ
え
も
満
足
に
食
べ
ら
れ

な
い
時
代
だ
っ
た
。
ヤ
ミ
米
が
横
行
し
、

裁
判
官
が
法
律
を
守
っ
て
配
給
物
し
か

8ヨ和37年3　クξ3日　　　rマ1・【こ日1

7

ジ
落
饗
薪

　
荒
謹
岳
会
．
峯
豊
（
　
慮
測
拭

臼
÷．．簗響騨聾，繰一」」l

l菖翼軌…爵1灘1雛謁1モ擁蠣無

▲マツヨ夫人が大切にしている新聞記事

食
べ
ず
、
栄
養
失
調
で
死
ん
だ
記
事
が

世
間
を
騒
が
せ
た
。
子
供
に
食
べ
さ
せ

た
い
一
心
で
ヤ
ミ
米
違
反
を
し
た
母
親

に
、
佐
藤
さ
ん
は
法
を
説
く
無
意
味
さ

を
感
じ
た
。
そ
の
と
き
、
「
街
頭
の
裁

判
官
」
と
い
う
意
味
が
わ
か
っ
た
、
と

い
う
。

　
佐
藤
さ
ん
は
、
派
出
所
・
駐
在
所
勤

務
が
二
十
五
年
。
初
め
の
七
年
間
は
家

族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
。
駐
在
所
は
奥

さ
ん
も
働
か
な
い
と
維
持
で
き
な
い
。

あ
ま
り
に
忙
し
い
の
で
、
夫
人
の
マ
ツ

ヨ
さ
ん
は
「
だ
ん
な
留
守
　
両
手
に
電

話
　
忙
し
い
」
と
い
う
川
柳
を
作
っ
て

警
甲
察
署
長
に
訴
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
そ
ん
な
家
族
の
協
力
も
あ
っ
て
、
昭

和
三
十
七
年
、
亘
理
町
荒
浜
駐
在
所
勤

務
の
時
に
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
表
彰

さ
れ
た
。
「
受
刑
者
の
留
守
宅
に
正
月

用
の
も
ち
米
を
届
け
た
こ
と
へ
の
感
謝

の
気
持
」
と
い
う
当
時
の
新
聞
の
切
り

抜
き
を
マ
ッ
ヨ
夫
人
が
大
事
に
保
存
し

て
お
い
た
。

　
佐
藤
さ
ん
が
法
を
使
う
警
察
官
と
し

て
活
動
し
て
い
た
証
と
し
て
。

『
一　＿

◆
鈴
木
　
今
朝
治
郎
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
岡
八
宮
、
七
二
歳
》

　
　
昭
和
三
十
二
年
か
ら
一
二
十
一
年
間
、

　
山
間
地
（
蔵
王
、
不
忘
、
川
原
子
な

　
ど
）
の
郵
便
集
配
者
と
し
て
、
冬
の

　
積
雪
期
で
も
一
日
と
し
て
休
む
こ
と

　
な
く
業
務
に
専
念
さ
れ
た
。

　
平
成
二
年
春
　
勲
七
等
瑞
宝
章
受
章

◆
佐
藤
　
　
進
さ
ん
（
南
町
二
丁
目
、
七
毒

　
　
昭
和
十
八
年
宮
城
県
巡
査
を
拝
命
。

　
勤
続
三
十
三
年
間
の
う
ち
、
二
十
五

　
年
を
派
出
所
・
駐
在
所
に
勤
務
し
、

　
地
域
の
犯
罪
防
止
と
住
民
の
良
き
相

　
談
相
手
と
し
て
奉
仕
保
護
活
動
に
尽

　
く
さ
れ
た
。

　
平
成
二
年
春
　
勲
七
等
青
色
桐
葉
章

　
　
　
　
　
　
受
章

◆
大
槻
　
儀
平
さ
ん
（
越
河
平
、
七
一
歳
）

　
昭
和
二
十
七
年
に
保
護
司
に
就
任
以

　
来
三
十
八
年
間
に
わ
た
り
、
更
生
保

　
護
事
業
に
尽
力
さ
れ
た
。
現
在
も
保

　
護
司
と
し
て
活
躍
中
。

　
平
成
二
年
春
　
勲
五
等
瑞
宝
章
受
賞
一

◆
渡
部
　
鶴
男
さ
ん
（
福
岡
蔵
本
、
七
Ω
聾

　
　
昭
和
二
十
四
年
に
宮
城
県
に
奉
職

　
し
て
以
来
三
十
年
間
、
豊
か
な
経
験

　
と
見
識
で
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
．

　
さ
れ
た
。

　
平
成
二
年
秋
　
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

◆
渡
辺
　
佐
男
さ
ん
（
本
町
、
六
五
蓼

　
　
昭
和
三
十
四
年
、
仙
南
信
用
金
庫
皿

　
理
事
に
就
任
以
来
、
金
庫
業
界
の
発
㎝

　
展
指
導
に
当
た
る
と
と
も
に
、
各
種
．

　
公
共
団
体
の
重
鎮
と
し
て
地
域
社
会

　
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
平
成
二
年
秋
　
黄
綬
褒
章
受
章

◆
大
野
　
　
一
さ
ん
矢
鷹
沢
三
沢
、
八
八
巻

　
　
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
年
間
、

　
大
鷹
沢
村
議
会
議
員
・
白
石
市
議
会

　
議
員
を
務
め
ら
れ
、
議
会
の
円
滑
な

　
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
高
齢
者
叙
勲
　
勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

’

型
1
　
　
　
・
　
▼
器
　
　
　
M

　
’
一
　
■
冨

2
－
1
6
白
石
地
方
に
初
め
て
空
襲
警
報
発

令
　
3
－
1
0
東
京
大
空
襲
　
B
器
蔵
王
山

に
激
突
三
機
炎
上
　
3
i
1
0
白
女
高
勤
労

義
勇
隊
大
平
工
場
へ
入
所
式
　
4
1
1
公

立
刈
田
病
院
が
日
本
医
療
団
経
営
に
移
管

4
1
1
2
空
襲
警
報
発
令
　
5
1
蛉
ア
ル
ミ

貨
回
収
始
ま
る
　
7
－
m
仙
台
大
空
襲
で

市
中
心
は
焦
土
と
な
る
。
白
石
よ
り
女
子

艇
身
隊
と
し
て
徴
用
中
の
白
女
高
生
四
名

が
爆
死
殉
職
す
る
　
8
1
9
空
襲
、
午
前

六
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
グ
ラ
マ
ン
が
上

空
乱
舞
　
8
－
1
5
天
皇
が
終
戦
の
詔
書
を

放
送
さ
れ
る
　
9
1
2
5
白
石
小
に
駐
屯
中

の
陸
軍
航
空
隊
引
揚
げ
る
　
1
1
！
1
引
揚

者
が
蔵
王
山
麓
に
入
植
し
開
拓
始
ま
る

n
－
4
当
地
方
の
疎
開
学
童
の
引
揚
げ
終

わ
る
　
1
2
1
2
2
東
北
産
業
㈱
白
石
工
場
の

賃
上
げ
八
時
闇
労
働
制
要
求
の
ス
ト
ラ
イ

キ
起
こ
る
　
1
2
1
2
8
各
学
校
の
御
真
影
を

奉
還
す
る
　
η
ー
　
こ
の
年
旧
白
石
町
の

人
口
一
七
、
三
三
七
人
。
郡
部
を
合
わ
せ

て
四
五
、
三
九
六
人
（
1
1
1
1
現
在
）

12

1
2
9
第
一
次
農
地
改
革
実
施
さ
れ
小
作

農
が
自
作
農
に
な
る
者
多
し
（
2
1
1
6
は

2
月
総
日
を
表
わ
す
。
以
下
同
じ
）

　
　
　
　
　
「
白
石
市
史
年
表
」
よ
り

3



4

美
し
い
心
で
接
す
る

圏大槻儀平さん

み　ア　ゆ

孟畠

　
「
保
護
観
察
で
担
当
し
た
あ
の
人
は

い
ま
ど
う
し
て
い
る
だ
ろ
う
」
と
寝
る

前
に
大
槻
さ
ん
は
よ
く
思
い
出
す
。
担

当
し
た
人
の
消
息
が
気
に
な
っ
て
、
い

つ
も
頭
の
片
隅
か
ら
離
れ
な
い
の
だ
。

　
保
護
司
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
相
談

役
と
な
っ
て
、
社
会
に
更
生
さ
せ
る
の

が
役
目
。
ど
の
保
護
司
が
ど
の
人
の
保

護
観
察
を
担
当
し
て
い
る
か
は
、
一
切

秘
密
で
あ
る
。
こ
と
は
個
人
の
人
権
に

か
か
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
本
人
は
も
ち

ろ
ん
、
家
族
を
も
大
き
く
傷
つ
け
る
こ

と
に
な
る
だ
け
に
、
保
護
司
に
は
信
頼

さ
れ
る
人
格
と
実
行
が
要
求
さ
れ
る
。

　
保
護
司
は
無
報
酬
で
あ
る
。
「
お
金

を
も
ら
っ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
美
し

い
心
で
人
と
接
し
て
い
ら
れ
る
。
そ
れ

が
な
か
っ
た
ら
、
三
十
八
年
も
の
間
続

け
ら
れ
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
大
槻

さ
ん
は
静
か
に
語
る
。

　
大
槻
さ
ん
が
保
護
司
に
な
っ
た
昭
和

二
十
七
年
当
時
は
、
戦
後
復
興
が
進
み
、

食
う
に
困
る
状
況
で
は
な
く
な
っ
て
は

い
た
が
、
生
き
る
た
め
に
盗
み
を
す
る

少
年
も
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
遊

び
型
非
行
が
多
い
、
と
い
う
。
ご
く
一

般
的
な
家
庭
で
子
供
が
非
行
に
走
る
。

「
し
か
し
よ
く
事
情
を
聞
く
と
、
健
全

で
な
い
家
庭
の
子
供
が
非
行
に
走
る

ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
」
だ
そ
う
だ
。

　
大
槻
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
七
二

件
を
処
理
し
て
、
社
会
の
冷
た
さ
を
何

度
か
味
わ
っ
た
。
ま
じ
め
に
更
生
し
よ

う
と
し
て
い
る
人
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
地
域
社
会
づ
く
り
が
、
大
槻
さ
ん
の

こ
れ
か
ら
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

■渡部　鶴男さん

道
路
法
と
の
に
ら
め
っ
こ

》

蕊　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
な
4
4
〆
》
峯
諾

　
　
　
　
　
　
，
オ
翻

　
　
。
　
　
．
飯
、

　
　
｝
，

　
倒
Z
～
船
　
　
、
き

　
昭
和
二
十
七
年
、
県
土
木
部
道
路
課

路
政
係
に
配
属
に
な
っ
た
渡
部
さ
ん
は
、

道
路
法
と
い
う
法
律
と
の
に
ら
め
っ
こ

の
毎
日
だ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
同
年

に
道
路
法
が
施
行
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
う

県
条
例
・
規
則
な
ど
の
制
定
を
担
当
し

て
い
た
か
ら
だ
。

　
道
路
法
な
ど
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た

渡
部
さ
ん
は
、
白
石
か
ら
仙
台
ま
で
の

往
復
三
時
間
の
通
勤
時
間
は
、
道
路
法

の
勉
強
ば
か
り
し
て
い
た
。
夢
に
ま
で

見
た
、
と
い
う
。
二
十
七
年
当
時
に
制

定
し
た
道
路
法
に
関
係
す
る
条
例
な
ど

は
、
現
在
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
に
使

わ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
、
昭
和
三
十
一
年
に
は
蔵
王

エ
コ
ー
ラ
イ
ン
の
道
路
選
定
の
た
め
の

現
地
踏
査
が
行
わ
れ
る
。
「
ま
ず
第
｝

に
目
然
環
境
の
保
全
。
つ
ぎ
に
走
行
中

に
風
光
明
媚
な
景
観
が
眺
め
ら
れ
る
路

線
を
」
と
い
う
ぜ
い
た
く
な
希
望
を
満

た
す
た
め
に
、
標
高
七
〇
〇
η
か
ら
一

六
〇
〇
肌
ま
で
の
高
山
を
歩
き
続
け
た
。

「
写
真
に
写
っ
て
い
る
顔
は
か
な
り
疲

れ
て
い
る
ね
」
と
、
苦
笑
す
る
。

　
道
路
課
の
十
三
年
間
は
忙
し
す
ぎ
る

毎
日
だ
っ
た
。
し
か
し
三
十
半
ば
の
無

理
の
き
く
年
代
に
き
つ
い
部
門
で
す
ご

す
と
、
後
は
ど
こ
の
場
所
で
も
や
れ
る

と
い
う
自
信
が
つ
い
た
。
三
十
年
間
無

事
に
全
う
で
き
、
今
回
の
叙
勲
を
頂
い

た
の
も
、
こ
の
自
信
の
お
陰
か
も
し
れ

な
い
、
と
思
う
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

な喰
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撃
鍵
羅
甥
曝
団
体
が
市
か
ら
表
彰

畠

　
市
の
各
種
功
労
者
表
彰
式
が
、
十
一

月
二
日
に
行
わ
れ
、
産
業
や
社
会
教
育

の
振
興
、
地
域
防
災
な
ど
に
長
年
貢
献

さ
れ
た
三
十
三
名
、
十
七
団
体
に
川
井

市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

特
別
自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

　
半
澤
　
良
吾
・
和
泉
　
義
孝

自
治
功
労
者

　
半
沢
　
正
三
・
鹿
又
　
喜
男

　
佐
竹
　
　
芳

衛
生
功
労
者

　
本
郷
第
一
公
衆
衛
生
組
合
・
本
郷
第

　
二
公
衆
衛
生
組
合
・
越
河
第
六
公
衆

　
衛
生
組
合
・
斎
川
第
二
公
衆
衛
生
組

　
合
・
大
平
第
二
公
衆
衛
生
組
合
・
大

　
鷹
沢
第
五
公
衆
衛
生
組
合
・
白
川
第

　
七
公
衆
衛
生
組
合
・
福
岡
西
区
上
公

　
衆
衛
生
組
合
・
小
原
塩
倉
公
衆
衛
生

　
組
合
・
福
岡
大
網
公
衆
衛
生
組
合

産
業
功
労
者

　
新
山
　
佐
京
・
我
妻
　
文
夫

教
育
功
労
者

　
鈴
木
　
彦
一
・
濱
田
徳
兵
衛

　
長
橋
　
欣
一
・
鈴
木
　
五
朔

　
三
澤
嘉
鶴
子
・
鈴
木
　
良
二

　
石
塚
貴
司
弥
・
斎
藤
　
　
艇

　
志
村
　
幸
↓
・
大
町
　
榮
信

　
佐
藤
　
　
浩
・
白
石
市
水
泳
協
会

　
斎
川
中
央
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
功
労
者

　
高
橋
　
孝
二
・
別
部
　
八
郎

　
中
川
ま
つ
の
・
小
野
あ
さ
よ

公
安
消
防
功
労
者

　
佐
竹
　
　
惇
・
平
間
　
秀
男

　
佐
藤
　
義
宣
・
斎
藤
　
凱
伸

　
猪
股
　
久
男
・
平
間
　
祐
一

　
佐
藤
　
孝
一
・
跡
部
　
昭
八

　
白
石
地
区
交
通
安
全
協
会
大
平
支
部

　
白
川
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
越
河
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

篤
行
者

　
郡
山
青
年
会
・
高
橋
　
忠
義

　
高
橋
　
久
元
・
加
藤
　
大
祐

　
畑
ケ
中
製
麺
合
資
会
社

　
　
　
　
　
　
（
市
職
員
を
除
く
）

一
一
　
　
≡

＝

『
昆

　
　
　
　
中
橋
　
彰
吾
さ
ん
（
6
0
）

　
昭
和
四
十
四
年
以
来
、
文
化
財
保

護
委
員
と
し
て
、
文
化
財
の
保
護
・

活
用
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

保
護
委
員
長
と
し
て
、
白
石
城
発
掘

の
陣
頭
指
揮
を
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

自
石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

　
本
市
の
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算

及
び
給
与
条
例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ま
か
ら
［
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（参考）63年度の

人　件　費　率

　　　　　　％
　　　　19．2

人件費率
B、！A

　20．4

人件費B

　　　千円
2．243，157

実質収支

　　　　　　千円

　　　286．146

歳出額A

　　　　　千円

10，975．445

住民基本台帳人口

（2・3・31現在）

　　42，264人

分区

元年度

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（2）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

1人当たり給与費

　（B／A）

　　　　　　千円
　　　　　4，579

費与給

計　B
　　　　　干円

1，666．697

期末・勤勉手当

　　　　干円

　　467．772

職員手当

　　　干円

　132，948

給　料
　　　　　千円

1，065．977

職員数A

　　　　人
　　　364

分区

2年度

（注）職員手当には退職手当を含まなも

（3）特別職の報酬等の状況（平

1噛ハ　」　　一　■一　一甲椙■興　」　　一　　」　口　“　一⑰　■　　O

特別職の報酬等の状況（平成2年4月1日現在）

当　期　末　・　勤　勉　手
（2年度支給割合）

　　　　　　　期末手当
　　6月期　　　2。1月分
　　12月期　　　2．5月分
　　3月期　　　0．5月分
　　　計　　　　5，1月分

月　額　等

837，000円

給料
給料

分

長

区

市

676，000円〃役助

600，000円〃収入役

1．5月分

1．9月分

0．5月分

3．9月分

6月期
12月期

3月期
　計

391，000円報　酬長議

325，000円
ノ！副議長

305，000円
Zノ員議

（4）職員の初任給の状況（平成2年4月1日現在）

国

初　任　給

126，300円

106，600円

城　県　　宮

初任給
132，100円

110，000円

石　 布　　白

決定初任給

126，300円

106，600円

分区

大学卒

卒校高
一般行政職

（5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成2年4月1日現在）

職

平均年齢

47．06歳

48．10歳

48，00歳

能労務
平均給与月額

220，884円

330，919円

　　　技
平均給料月額

204，238円

284，277円

235，904円

職

平均年齢

37．11歳

38．04歳

39．02歳

般　　行　　政

平均給与月額

　273，877円

　319，516円

平均給料月額

242，787円

265，160円

253、950円

分区

白石市
宮城県
　国

（注）平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当、宿日直手当を加えたものである。

6〉職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　（平成2年4月1日現在）　（7）一般行政職の昇給期間短縮の状況

比　　率
（B／A）

　14．1％

昇給期間を短縮して

昇給した職員数B

　　　37人

職員数A年度区分

263人元年度

経験年数20年

305，000円

250，700円

経験年数圭0年

209，800円

164，200円

　分

大学卒

高校卒

区

一般行政職

経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある
は、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算した年数で

一般行政職の等級別職員数の状況（平成2年4月1日現在）

麗
携
⑬

言†

263入

　1　級

主事・技師

書記

　17人

　2　級

主事・技師

書記

　45人

　3　級

主事・技師

書記

　59人

　4　級

係長・主任

主査

　47人

　5　級

係長・主任

主査

　42人

　6　級

課長補佐・次

長・主幹・所長

　23人

　7　級

課長補佐・次
長・主幹・所長

　　7人

　8　級

課長・局長・

参事・所長

　23人

100，0％6．5％17．1％22．4％17．9％16．0％8．7％2．7％8．7％

区　　分
標準的な
職務内容

職員数
構成比

100．0％3．1％18．5％23．1％17．0％17．8％6．6％4．6％9．3％

1100．0％
上

8．6％27，0％23、8％17．6％12．2％10．8％

1年前の

構成比
5年前の

構成比

参
　
　
考

次ページヘ続く
、

5
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59，185千円額寺公
ホ心；サ”ム

入布口

163千円職員1人当たり支給年額
元年度

56，526千円額総給支

154千円職員1人当たり支給年額
63年度

時
間
外
勤
務
手
当

国の制度と

異なる内容

国魂度

と曜同
容内区

分

同じ

同じ

1，配偶者　　16，000円

2．配偶者以外の扶養親族

ア．2人まで、それぞれ4，500円

イ．3人目から1人にっき1，000円

　（配偶者がない場合にあっては、

　そのうち1入にっき10，500円）

1，借家、借間に居住している職員

ア，月額20，500円以下の家賃を支

　払っている職員　　　11，000円

イ．月額20，500円を超える家賃を

　支払っている職員

扶
　
養
　
手
　
当

　　　　　　家賃一20，500円

　9，500円＋で
　　　　　　　　　2

　2！，000円を限度

2．自宅に居住している職員

　1，000円（新築、購入した住居に

　あっては、新築、購入の日から

　起算して5年を経過するまでの

　間は2，500円）

住

居

手

当

2．交通用具使

用者のうち自動

車等使用者は国

の制度と同じで

あるが、原動機

付目転車及び自

動二輪車、普通

自動車の使用者

については使用

距離（片道21ml

以上）により2，000

円～17，000円と

している。

一部
異なる

1．交通機関等の利用者

　1ヵ月に要する運賃等の相当額

　ただし、その額が30，000円を超

えるときは

　　　　　　30，000円を超える額

　30，000円＋

　　　　　　　　　　2

　で35，000円を限度

1，交通用具の使用者

ア，自動車等使用者

　使用距離（片道21田1以上）によ

　り2，000円～14，600円

イ，原動機付自転車及び自動二輪

　車、普通自動車の使用者

　使用距離（片道2km以上）によ

　り2，001）円～17，000円

通

勤

手

当

9〉職員手当の状況（平成2年4月1日現在）

　　　　　国

　（元年度支給割合）

　　期末手当　勤勉手当

6月期

　1．5月分　0．6月分

12月期

　1，9月分　0．6月分

3月期

　0．5月分　　一月分

計3．9月分　1．2月分

（支給率）

　目己都合　勧奨・定年

勤続20年

　2LO月分　28，875月分

勤続25年

　33．75月分44．55月分

勤続35年

　47．5月分　62．7月分

最高限度額

　60，0月分　62．7月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

　　（2％～20％加算）

退職時特別昇給　1号俸

市石白分区

　（元年度支給割合）

　　期末手当　勤勉手当

6月期

　1．5月分　0．6月分

12月期

　1．9月分　0．6月分

3月期
　0．5月分　　一月分

計3。9月分　1．2月分

（支給率）

　自己都合　勧奨・定年

勤続20年

　21．0月分　28，875月分

勤続25年

　33．75月分44．55月分

勤続35年

　47．5月分63．525月分

最高限度額

　60．0月分63．525月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

　　（2％～20％加算）

退職時特別昇給

　勤続20年以上　1号俸

1人当たり平均支給額

『千円　17，589千円

期
末
手
当
　
勤
勉
手
当

退

職

手

当

注）退職手当の1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全

　　職種に係る職員に支給された平均額である。

種職全

17．0％

31，801円

　　　　　　9種類

速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

区　　分

職員全体に占
める手当支給
職員の割合

支給対象職員
1人当たり平

均支給年額

手当の種類
　（手当数）

支
給
額
の
多
い
手
当

市税事務従事職員特殊勤務手当

塩素滅菌業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

灘議講鵬勤型

多
く
の
職
員
に
支
給

さ
れ
て
い
る
手
当

代
表
的
な
手
当
の
名
称

特
殊
勤
務
手
当
（
平
成
元
年
度
）

覧

第
1
3
回
自
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
　
　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
・
ザ
・
み
や
ぎ
㎜
運
動
」
展
開
中

　
1
1
月
1
3
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。
本
大
会
に
は
、
市
内
各
老
人

ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

母
の
会
、
交
通
指
導
隊
を
は
じ
め
、
多

数
の
参
加
者
が
あ
り
、
交
通
事
故
死
没

者
に
黙
と
う
を
さ
さ
げ
た
後
、
交
通
安

全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
一
名
に
川
井
市

長
が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
市
内
の
交
通
情
勢
に
つ
い
て
佐
藤
警

察
署
長
の
講
話
が
あ
り
、
続
い
て
大
鷹

沢
小
3
年
島
貫
直
美
さ
ん
の
「
わ
た
し

た
ち
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
、
東
中
2
年

佐
藤
明
美
さ
ん
の
「
痛
い
目
に
あ
わ
な

い
と
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
作
文
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
東
京
火
災
交

謡．納欝舞熱博

通
事
故
防
災
セ
ン
タ
ー
所
長
藤
沢
秀
夫

氏
よ
り
記
念
講
演
が
あ
り
、
交
通
安
全

教
育
の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
最
後
に
大
会
宣
言
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、

協
力
し
て
交
通
事
故
防
止
に
あ
た
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

大
会
宣
言

、
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

、
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

交
通
安
全
功
労

　
　
感
謝
状
贈
呈
者

大村大須斎
野上槻藤藤

一清正英賢
治一己男一

佐
藤
源
一
郎

佐上佐日佐
藤西藤下藤

吉則鉄久要
衛子男子治

　
（
白
石
支
部
）

　
（
越
河
支
部
）

　
（
斎
川
支
部
）

　
（
大
平
支
部
）

（
大
鷹
沢
支
部
）

　
（
白
川
支
部
）

　
（
福
岡
支
部
）

　
（
鎌
先
支
部
）

　
（
小
原
支
部
）

　
（
母
の
会
）

　
（
指
導
隊
）

　
（
敬
称
略
）

宮城県の最低賃金

O地域別最低賃金　〔平成2年10月18日発効〕

最低賃金額
時間額

479円

最低賃金件名

3，820円宮城県最低賃金

O産業別最低賃金　〔昭和　年　月　日発効〕

最低賃金額
時問額

487円

日　　額

3，896円

500円3，999円

最低賃金件名

木材・木製品・家具・装

備品製造業
機械・金属製品等製造

業及び自動車整備業

○新産業別最低賃金

最低賃金額
時閻額

513円

日　額

4，100円

515円4，113円

530円4，240円

最低賃金件名

電気機械器具製造業

〔平成2年3月10日発効〕

自動車小売業
〔平成2年5月20日発効〕

鉄　　鋼　　業
〔平成2年6月21日発効〕

O次の者は適用範囲外となります。

　①18歳未満または65歳以上の者

　②雇入れ後3月未満の者で、技術習得

　　中の者

　③清掃または片付けの業務に主として

　　従事する者

　④電気機械器具製造業にあっては、手

　　作業による包装、袋詰め、箱詰めま

　　たは運搬の業務に従事する者

　詳しくは、宮城労働基準局賃金課

盈022－299－8833（内線）232～235

み
ん
な
で
楽
し
い
お
正
月
を
！

『
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
白
薦
警
察
署
か
ら
T

　
年
末
年
始
は
、
各
種
犯
罪
・
交
通
事

故
・
雑
踏
事
故
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。　

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
・
事

故
や
少
年
非
行
を
防
止
す
る
た
め
、

十
二
月
一
日
か
ら
一
月
七
日
ま
で
『
年

末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
』
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
件
、
事
故
を
な

く
す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
楽

し
い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

、
ス
リ
・
置
引
き
・

ひ
っ
た
く
り
等
に
ご
用
心

こ
の
時
期
は
、
外
出
す
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
人
込
み
の
中
で
の
ス
リ

の
被
害
や
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
の
ひ
っ
た

く
り
等
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

二
、
空
き
巣
の
被
害
防
止

　
空
き
巣
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
留
守
に
す
る
と
き
で
も
必
ず

戸
締
り
を
す
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
時
期
は
、
買
物
や
外
出
が
多
く

な
り
ま
す
の
で
、
カ
ギ
の
か
け
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

近
く
の
店
へ
買
物
に
出
か
け
た
わ
ず
か

な
ス
キ
が
ね
ら
わ
れ
ま
す
。

●●●●

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る

　
『
飲
酒
運
転
』
を

　
　
　
　
追
放
し
よ
う
！

　
こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
に
か
け
て
、

外
で
酒
を
飲
む
機
会
が
増
加
し
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
、
脳
を
麻
痺
さ
せ

る
働
き
が
あ
り
、
中
で
も
理
性
を
つ
か

さ
ど
る
部
分
が
ま
っ
さ
き
に
麻
痺
し
ま

す
。
飲
酒
運
転
は
い
け
な
い
と
知
っ
て

い
て
も
、
そ
れ
を
抑
制
す
る
理
性
が
麻

痺
し
、
飲
酒
運
転
を
し
て
し
ま
う
の
で

す
。酒

の
席
へ
車
で
出
か
け
る
こ
と
は

　
　
　
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
他
の
交

通
事
故
と
比
べ
、
致
死
率
が
八
倍
以
上

と
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
や
周
囲
の
人
々
の
幸
せ
の
た
め

に
も
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

7
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ファインダーから世相を切る

　写真研究会集団新白石（半沢哲夫

会長・会員13名｝のケラブ結成15周

年記念写真展が、10月20日～21日に

かけて白石市民会館で開かれました。

　展示会には、白黒100点・カラー

50点の力作がずらり。「昔懐かし白

石の写真コーナー」や「暗室引伸し

体験コーナー」などに人気が集まり

初めて引き伸ばしをした写真に感激

する女性もいました。

　また、白石城復元のためのチャリ

ティー写真販売もあり、4万140円

の売上金は、さっそく川井市長に手

渡されました。

　　　＝、瞬牌

蕪　、』、』’　　　　㌃

　　　　　　まおかと・ス6一

　いらっしゃい！の

1奪淵蟻憂ill艶、聖鴨

　　　　　　　　　　　　　　　出店は、1か月も前から準備した手

　　　　　　　　　　　　　　　づくりの品物でいっぱい。父兄や先
　地元で秋の風物詩となっている小　　　生たちは、「さあ、いらっしゃい！」

原小カーニバルが10月21日、同小　　　と大人顔負けの掛け声に圧倒された

校庭・体育館で行われました。　　　　　ようでした。

　文化祭と収穫祭を合わせたユニー　　　　お昼は児童たちが学校畑で丹精込

クなこの行事は、子供たちの目主性　　　めて育てたサッマイモ。子供たちは、

を育てるために始まったといいます。　　父兄と一緒にまるまると育ったサツ

　このカーニバルの目玉は、全校　　　マイモを食べながら、収穫の喜びを

児童による出店。校庭に設けた6っ　　　話し合っていました。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

いも虫でてきて今目は

　11月7日、菅生田（福岡）のさ

つまいも畑で、南保育園児55名が

いも掘りを楽しみました。

　これは、持ち主の半沢正雄さんが

今日のために、6月から準備してく

れたおかげで実現したもの。

　子供たちは、いもを掘り出しては

「どうだ、すごいだろう」と言わん

ばかりに高く持ち上げ、まわりのみ

んなに見せていました・　警ヒ

．・．
㍗♪磯灘

　　　萎　　『　t・孔
「，蟹廓　『藏，警一就

身譲齢、塞

養
鐵

、
「

竹を贈られたお礼です

　白石の大名竹で横笛ができたお礼

にと、中新田町の中新田中学校の生

徒が10月27日、白石市大鷹沢の宮

城県不忘園を訪れ、火伏せの虎舞を

ヨ皮露しました。

　これは同園職員の谷津倉治さんが、

中新田で笛の材料に適した竹を探し

ていることを知り、今春、大名竹を

プレゼント。生徒たちが、思返しに

と今回の“出張”虎舞となったもの

です。

　園生たちは、虎が園の屋Lで舞い

踊る極め付けの場面で歓声をあげて

，な喜びでした。

華麗なバランス感覚

一クラブの主催に

一輪車で遊ぶ集

二小には、市内小

f含む6校、約80

な一輪車競技を展

リボンが贈られ、

ボンを獲得する児

一タリークラブで

1力づくりに役立っ

13月、市内の全小

τぞれ20台の一輪

轡濃隔

　白石北ロータリー

より、10月28日、一

いが行われました。

　会場となった白二

学校のうち分校を首

名が集まり、見事な

開。1～3位にはリ

ー人で6本ものリボ
童もいました。

　なお、白石北ロー

は、子供たちの体力

ことを願い、今年3

学校10校に、それそ

車を寄付しています

驚‘・、；・　サ
　　　豫．
　　　一7　　㌧（～　『

　　　　騨・努篤

はらこめし作りに挑戦

でおいしい「はらこめし」を

と、11月15日、新築なった蔵

の城北コミュニティセンター

て、婦人料理講習会が開かれ

鍾縁轟

黛

　家庭て

作ろうと

づくり¢

において

ました。

　参加した30名の主婦は、松野魚

店店主・松野喜美夫さんの指導を受
　　　　　　　　　ひ　ずなますけながら、はらこめし・氷頭生酢・

鮭のあらじるの鮭料理三品に挑戦。

　「はらこめしは一人200円ぐらい

でできる、安くておいしい料理です」

など、プロのアドバイスに参加者は

しきりにうなずいていました。

ブナの森いつかきっと

　
，
月
ぎ
鍵
　
　
，
、
劉
翫
．
麟

　
　
　
　
凝

藤
轟
灘
附
h
．
盆

麟麺

漉

．
響
耀
噛

　
　
百
鶏
婁
ヂ
罐

　
　
　
転
し
　蔵王をブナでいっぱいにしようと、

10月28日、南蔵王青少年野営場で蔵

王のブナと水を守る会、約60名が

ハンの木とどんぐりの種植えを行い

ました。

　まずブナの木を育てるためには、

それにあった土質が必要です。そこ

で、ハンの木とどんぐりの種を植え

ることによって、ブナの木にあった

土譲に改良しようとするのが今回の

狙い。ブナ（落葉樹）の森を造るの

は今まで成功例がないということな

ので、ぜひ成功してほしいものです。

続
・

わ
れ
も
こ
う

・
市
長
川
井
貞

　
十
月
号
に
書
い
た
「
吾
亦
紅
」
に
つ
い
て
、
い

ろ
ん
な
方
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
い
た
。
中
で
も

印
象
に
残
っ
た
の
が
、
深
谷
上
高
野
に
お
住
ま
い

の
佐
藤
弥
四
郎
先
生
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の

一
部
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
「
広
報
し
ろ
い
し
で
、
わ
れ
も
こ
う
の
記
事
を

読
ま
せ
て
い
た
だ
き
深
く
感
銘
を
う
け
ま
し
た
。

そ
れ
と
い
う
の
も
、
私
が
昭
和
七
年
か
ら
四
年
間
、

市
長
さ
ん
の
お
母
さ
ん
と
福
岡
小
学
校
に
勤
務
し

て
い
た
か
ら
で
す
。
私
が
わ
れ
も
こ
う
を
学
校
に

持
っ
て
い
く
と
、
大
好
き
と
言
っ
て
、
早
速
テ
ー

ブ
ル
に
飾
っ
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。
国
語
の
先
生

で
あ
っ
た
お
母
さ
ん
が
、
吾
も
こ
う
あ
り
た
い
、

こ
う
生
き
た
い
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
の
が
思
い
出

さ
れ
ま
し
た
」

　
「
私
だ
っ
て
紅
く
咲
い
て
い
る
の
で
す
よ
」
と

呼
び
掛
け
て
い
る
姿
に
、
「
吾
も
こ
う
あ
り
た
い
」

と
い
う
言
葉
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
い
か
に

も
母
の
好
き
な
花
だ
っ
た
と
納
得
で
き
る
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
刈
田
病
院
の
移
転
新
築
の
論
議
が

盛
ん
で
あ
る
。
増
改
築
問
題
検
討
委
員
会
で
は
、

現
在
の
診
療
科
目
に
、
脳
神
経
外
科
、
歯
科
、
精

神
神
経
科
、
健
康
管
理
科
を
増
設
し
、
内
科
か
ら

循
環
器
科
、
老
人
科
を
独
立
、
麻
酔
科
、
理
学
診

療
科
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
病
床
規
模
を
三
九

一
床
と
し
、
三
〇
〇
台
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
を

も
つ
と
い
う
構
想
が
出
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

移
転
新
築
す
べ
き
と
い
う
答
申
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
建
設
場
所
選
定
委
員
会
か

ら
、
三
か
所
の
場
所
が
並
列
に
答
申
さ
れ
て
い
る
。

　
刈
田
病
院
の
移
転
新
築
へ
向
け
て
大
き
く
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
言
え
る
が
、
私
は
こ
の
問
題
に

決
断
を
下
す
の
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
理
論
的
に
両
委
員
会
の
答
申
が
正
し
い
と
い
う

こ
と
を
、
充
分
に
理
解
し
つ
つ
も
、
移
転
新
築
と

い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
約
九
十
億
円
と
い
う
巨
費

を
必
要
と
し
、
そ
の
う
ち
の
十
六
億
円
余
り
は
、

城
復
元
な
ど
の
事
業
に
は
、

つ
き
、
良
質
の
起
債
も
認
め
ら
れ
る
。

病
院
建
設
に
は
、

こ
の
こ
と
は
建
設
後
平
年
度
で
、

程
度
の
元
利
償
還
と
い
う
苛
酷
な
財
政
負
担
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
新
築
時
に
支
払
わ
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。
学
校
建
築
、

　
小
原
温
泉
プ
ー
ル
、
白
石

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
補
助
も

　
　
　
　
　
　
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
優
遇
措
置
は
な
い
。

　
　
　
　
四
億
五
千
万
円

　　　　　　噸

　　　　　』1鮒馬．．，．，、四墜・

　　深ざP、5て聰、

議P・、藝璽　1鍔
》讐β糎．認三マ難運
薩擁甕　尋讐畦、稽ト
響1増　－㌧ll㌧∴蓋鷺

麟 瀧　　霧，男　1

　　　市役所屋上からみた刈田病院

　
こ
れ
か
ら
先
、
企
業
の
誘
致
、
良
質
の
宅
地
の

提
供
等
で
市
の
財
政
基
盤
を
よ
ほ
ど
確
実
な
も
の

と
し
な
い
か
ぎ
り
、
市
の
財
政
破
綻
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
前
途

の
多
難
を
思
い
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
時
、

私
は
と
も
す
る
と
平
常
心
を
失
い
が
ち
に
な
る
。

　
十
一
月
十
四
日
付
け
の
各
紙
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、

す
べ
て
協
和
銀
行
と
埼
玉
銀
行
の
合
併
で
あ
っ
た
。

埼
玉
銀
行
の
頭
取
で
あ
り
、
来
年
四
月
に
発
足
す

る
協
和
埼
玉
銀
行
の
頭
取
に
予
定
さ
れ
て
い
る
増

野
武
夫
君
は
私
の
同
期
生
で
あ
る
。
今
年
の
夏
、

同
級
会
が
あ
り
、
小
原
温
泉
に
一
泊
し
て
い
っ
た
。

お
そ
ら
く
、
彼
は
そ
の
時
点
で
、
既
に
こ
の
大
合

併
を
決
断
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
従
業
員
七
千
五
百
名
の
運
命
、
資
金

量
十
二
兆
二
千
億
円
の
社
運
を
賭
け
て
の
決
断
で

あ
っ
た
。
多
く
の
悩
み
や
問
題
を
胸
中
に
し
て
、

同
級
会
に
臨
ん
だ
に
違
い
な
い
。
彼
は
そ
の
こ
と

を
お
く
び
に
も
出
さ
ず
、
気
ど
ら
れ
も
せ
ず
、
一
夜
、

友
人
達
と
歓
を
つ
く
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

「
吾
も
こ
う
あ
り
た
い
」
も
の
で
あ
る
。

9



1〃

ク
ラ

ス
紹
介
⑳
越
河
小

ひ
ょ
う
き
ん
三
十
三
人
衆

　
私
た
ち
の
学
級
は
、
山
と
緑
に
か
こ

ま
れ
た
古
い
校
舎
の
三
階
に
あ
り
ま
す
。

　
男
子
十
二
名
、
女
子
二
十
名
、
全
員

で
三
十
二
名
の
ひ
ょ
う
き
ん
な
人
が
た

、
－
、
さ
ん
集
っ
た
お
も
し
ろ
い
学
級
で
す
。

　
担
任
の
弓
場
義
一
先
生
は
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ン
で
明
る
♂
、
、
ひ
ょ
う
き
ん
な
先

生
で
す
。
授
業
中
な
ど
に
歌
を
歌
っ
た

り
、
ギ
ャ
グ
を
言
っ
て
い
つ
も
笑
わ
せ

で
、
，
＼
れ
ま
す
．
．
ま
た
、
先
生
は
、
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
が
得
意
で
い
ろ
い
ろ
な
試
合

に
出
場
し
て
い
ま
す
。
試
合
な
ど
で
学

校
を
休
む
と
学
級
の
中
が
暗
く
な
っ
て

鍵
轟
、
，
4

－

嚢
轟
緩
壷

～
．
マ
馴
曇
纒

　
　
　
越
河
小
五
年
一
同

し
ま
い
ま
す
。

　
五
年
生
の
朝
は
、
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ス

ポ
ー
ツ
」
で
始
ま
り
ま
す
。
　
「
モ
ー
ニ

ン
グ
ス
ポ
ー
ッ
」
と
は
、
毎
朝
、
各
班

で
考
え
た
運
動
を
行
う
こ
と
で
す
。
今

ま
で
に
、
リ
レ
ー
、
障
宝
髭
閉
争
、
ゲ
ー

ム
、
な
わ
と
び
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
目

を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
お
か

げ
で
、
楽
し
く
体
力
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
み
ん
な
仲
が
良
く
元
気
で
い
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
休
み
時
間
は
、
男
子
は
外
で
ラ
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
女
子
は
中
で
編
み
物
を
す

る
の
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。

　
男
子
は
、
四
年
生
と
試
合
を
や
り
、

た
ま
に
し
か
勝
て
な
い
弱
い
チ
ー
ム
で

す
。
で
も
、
ひ
ま
さ
え
あ
れ
ば
、
ラ
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　
女
子
は
、
休
み
時
間
が
、
ほ
と
ん
ど

マ
フ
ラ
ー
編
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
、
中
に
は
、
男
子
と
一
緒

に
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
す
る
人
も
何
人

か
い
ま
す
。

　
こ
れ
が
私
た
ち
の
学
級
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
五
気
の
木
（
や
る
気
、

ほ
ん
気
、
根
気
、
勇
気
、
元
気
）
を
目

標
に
し
て
、
も
っ
と
、
も
っ
と
す
ば
ら

し
い
学
級
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

磁譲漁編盗　　　 璽

竃，、

．
巡

曙
・鐵

　
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
五
月
、
大

阪
夏
の
陣
の
時
、
徳
川
方
に
つ
い
た
伊

達
政
宗
の
命
を
受
け
て
、
二
代
片
倉
重

長
が
出
兵
し
た
。
一
千
余
名
の
精
鋭
は
、

道
明
寺
口
で
敵
将
後
藤
又
兵
衛
、
薄
田

隼
人
と
激
戦
を
交
え
、
伊
達
軍
の
打
ち

と
っ
た
首
数
三
三
三
の
う
ち
、
片
倉
勢

だ
け
で
半
分
に
近
い
一
五
一
を
占
め
た
。

重
長
自
身
、
敵
と
組
み
打
ち
す
る
な
ど
、

「
鬼
小
十
郎
」
の
名
声
は
全
軍
に
広
が
っ

た
。

　
大
阪
城
落
城
の
前
夜
、
敵
将
真
田
幸

村
は
矢
文
を
も
っ
て
、
重
長
に
次
の
よ

う
に
申
し
入
れ
た
。
「
自
分
は
明
日
に

も
、
太
閤
の
た
め
に
殉
死
す
る
が
、
子

ど
も
た
ち
ま
で
殺
す
義
理
は
な
い
．
．
見

渡
す
と
、
片
倉
勢
は
敵
な
が
ら
あ
っ
ぱ

れ
な
戦
い
を
進
め
て
お
り
、
男
と
し
て

見
込
ん
で
頼
む
か
ら
、
遺
児
た
ち
を
養

層

ぜ
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
が
、
プ
て
の
姿
が
歯
痛
に
堪
え
忍

灘綴欝騒
璽．2

駆、鵬、魏難

iが阿梅の弟・大八の墓

育
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
重
長
は
政
宗
公
の
許
し
を
得
て
、
そ

の
夜
、
二
挺
の
駕
篭
で
手
負
い
の
者
を

国
へ
送
る
と
称
し
て
幸
村
の
長
女
・
阿

梅
を
白
石
城
に
護
送
し
、
ニ
ノ
丸
に
か

！
、
ま
い
、
そ
の
後
、
大
八
・
お
か
ね
・

お
し
ょ
う
ふ

阿
菖
蒲
の
妹
弟
た
ち
も
続
い
て
き
て
、

阿
梅
が
確
認
し
た
上
で
引
き
取
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
片
倉
重
長
の
妻
が
江
戸
で

病
気
で
亡
く
な
っ
た
。
彼
女
は
亡
く
な

監轟，

、議遜

る
前
、
自
分
の
後
に
は
阿
悔
を
と
遺
言

さ
れ
て
い
た
の
で
、
阿
梅
が
そ
の
後
室

と
な
り
、
以
来
重
長
に
仕
え
七
十
八
歳

で
亡
く
な
っ
た
。

　
片
倉
家
歴
代
の
菩
提
寺
は
傑
山
寺
で
、

あ
る
が
、
阿
梅
の
場
合
は
西
国
生
ま
れ

で
あ
り
、
西
国
人
が
通
る
奥
州
街
道
近

く
に
埋
葬
さ
れ
た
い
と
遺
言
。
さ
ら
に

当
信
寺
に
ま
片
倉
家
中
の
遊
佐
勘
四
郎

ん
で
い
る
ポ
ー
ズ
と
見
ら
れ
、
「
虫
歯

の
仏
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
虫
歯
に
悩
む
人
た
ち
は
、
石
仏
を

削
り
取
り
、
そ
れ
を
痛
む
と
こ
ろ
に
つ

け
る
と
治
っ
た
と
い
う
。
庶
民
信
仰
の

対
象
と
な
っ
た
阿
梅
の
墓
は
、
こ
う
し

て
削
り
取
ら
れ
、
現
在
で
は
痛
〃
し
い

姿
に
な
っ
て
い
る
．
．

遊
佐
勘
四
郎
が
持
ち
帰
っ
た
と

《
　
　
　
　
　
い
わ
れ
る
御
本
尊

ヂ
㌔

多
雷
、
γ
愛
・
．
愛
副
暫
、
墨
夢
愛
墨
塵
墨
3
曲
肇
零
・
霊
・
害
墨
墓
倒
弊
轟

｝

zダ
　■
　ぐ「を 　　ノ、

欝歎，…
臨戯九

譜

許
夢

　　　だいすけ
大浦　大輔君（小原）

普
計
愛
・
忌
三
霞
墨
画
・
・
曜

荊
毒
愚
解
墨
愚
急
箏
墨
群
藁
面
墨
鮮
墨
塵
燕
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市
民
文
芸

咲
き
た
り

高
橋
　
都
子

川
股
兵
三
選

五
年
前
に
は
調
査
員
た
り
し
夫
を
偲
び
合
，
年
「
死
別
」

一
と
記
す
も
哀
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

サ
マ
ー
セ
ー
タ
ー
の
編
目
を
透
る
風
あ
り
て
汗
の
背

涼
し
今
日
も
草
抜
く
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

『
台
風
の
吹
き
落
し
た
る
く
る
み
の
実
青
き
を
嗅
げ
ば

秋
は
深
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

訪
ね
来
し
水
か
け
不
動
は
苔
む
し
て
夫
と
拝
み
ぬ
雨

一
の
法
善
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

』
何
処
か
ら
か
民
謡
の
声
聞
こ
え
来
る
朝
よ
り
の
雨
に

こ
も
り
居
る
日
に
　
　
　
　
　
　
　
大
宮
　
き
み

山
あ
い
を
走
り
ゆ
く
バ
ス
の
片
窓
に
僅
か
に
触
れ
て

．
萩
の
散
り
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
日
下
栄
子

丁
夕
暮
れ
7
、
ト
ン
ボ
飛
び
交
う
吾
が
庭
に
薄
紫
の
紫
苑

秋
の
日
を
父
と
訪
ね
し
賓
の
河
原
に
祖
父
の
塔
婆
は

風
の
な
か
に
た
つ
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

歌
一
首
ま
と
ま
り
急
ぎ
投
函
す
と
月
明
き
夜
を
歩
み

て
ゆ
か
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
嘉
津
子

玄
関
の
側
の
ベ
コ
ニ
ヤ
、
ダ
リ
ヤ
な
ど
秋
日
の
な
か

に
競
ひ
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
い
く

「
評
」
今
年
は
、
五
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
た
。
前
回
は
夫
も
調
査
員
と
し
て
活
躍

　
　
　
か
な

し
た
が
、
哀
し
く
も
死
別
し
た
。
記
入
欄
に
「
死
別
」

と
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
作
者
の
心
情
を
思
う
と
、
五
年

の
歳
月
の
流
れ
の
変
化
に
人
生
の
無
情
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
。

鈴
木
貞
二
選

降
る
雨
に
燃
え
て
止
ま
ざ
る
曼
珠
沙
華

旅
衣
脱
い
で
枝
豆
も
い
で
を
り

ニ
ュ
ー
パ
ッ
ク
林
檎
の
出
荷
は
な
や
か
に

佐鈴若
藤木桑
　　源
善民治
夫子郎

耳
許
に
か
ぼ
そ
き
声
の
秋
蚊
か
な

秋
の
夜
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
長
き
こ
と

夫
と
子
に
祇
紗
を
さ
ば
く
良
夜
か
な

地
引
網
引
く
賑
は
ひ
や
浜
の
秋

留
守
が
ち
の
隣
家
の
戸
口
梅
も
ど
き

露
草
の
瑠
璃
を
栞
り
て
子
に
送
る

こ
ん
も
り
と
ひ
と
叢
を
な
し
萩
の
花

　
「
評
」
一
句
目
、

華
の
花
は
、

い
赤
さ
で
あ
る
。
二
句
目
、

婦
で
あ
ろ
う
6
．

う鴉る0ケツサワ日佐岩三青近日
F藤沢浦木内下
栄周政愛良キ
子子男嶺子ヨ文

　
　
　
　
　
　
　
真
っ
赤
に
燃
え
て
咲
く
曼
珠
沙

　
　
　
　
降
る
雨
に
一
層
燃
え
ア
、
止
ま
ぬ
程
の
濃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
旅
行
を
終
え
て
の
主

　
　
　
　
　
旅
衣
を
脱
い
で
さ
っ
さ
と
畑
に
出
て
、

夕
餉
の
た
め
の
枝
豆
を
も
ぎ
は
じ
め
て
い
る
。
す
こ

し
も
旅
疲
れ
が
な
く
。

．
り
十
二
月
の
例
句
会
は
、
士
一
月
二
十
三
日
（
日
）

中
央
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

定
年
に
定
年
の
な
い
余
生
あ
り

鈴
木
誤
差
選

佐
藤
　
武
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
構
乳
湘

　
「
電
柱
の
あ
る
風
景
」

　
　
　
　
　
　
八
巻
　
隼
人
（
白
二
小
六
年
）

無
人
駅
伝
言
板
が
生
き
て
い
る

我
が
姓
の
多
き
に
お
ど
ろ
く
電
話
帳

石
頭
定
年
ま
で
を
よ
く
支
え

ご
め
ん
ネ
の
］
言
ほ
し
い
ミ
ス
電
話

文
庫
本
枕
が
わ
り
に
マ
ン
ガ
読
む

外
国
へ
援
助
押
し
つ
け
金
を
捨
て

恋
の
墓
標
ひ
そ
と
立
た
せ
て
萩
揺
る
る

胸
に
来
て
何
も
言
え
な
い
娘
の
奢
り

電
話
口
言
え
な
い
こ
と
も
言
っ
て
の
け

「
評
」
↓
旬
目
、

気
。う

。
だ
っ
て
余
生
は
、

よ
。
二
句
目
、
無
人
駅
だ
っ
て
、

　
　
　
　
　
い
た

き
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

務
係
（
白
石
市
大
手
町
口
番
一
号
）

句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

小
関
　
　
侑

斎
藤
　
平
吉

近
江
孫
太
郎

草
野
　
　
清

四
竃
　
英
キ
、

近
江
　
キ
ヨ

小
野
嘉
津
．
r

大
槻
　
愛
．
r

米
沢
　
礼
．
†

　
　
　
　
昔
に
比
べ
て
定
年
は
ま
だ
ま
だ
元

健
康
の
ゆ
る
す
限
り
何
に
で
も
挑
戦
し
ま
し
ょ

　
　
　
　
　
　
使
い
切
れ
な
い
程
あ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
待
ち
合
わ
せ
か
で

　
　
人
生
至
る
と
こ
ろ
に
伝
言
板
が
必
要
で
す
。

封
筒
ま
た
は
ハ

　
市
総
務
課
総

へ
。
短
歌
・
俳

11



老
人
医
療
に
つ

　
す
で
に
ご
存
知
の
よ
う
に
、
昭
和
5
8

年
に
老
人
保
健
法
が
施
行
さ
れ
、
老
人

（
7
0
歳
以
上
）
の
医
療
に
つ
い
て
は
、

こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
7
0
歳
の
誕
生
月
に
該
当
す
る
方
々

に
は
通
知
い
た
し
ま
す
の
で
、
所
定
の

手
続
き
を
お
と
り
く
だ
さ
い
。

　
誕
生
日
が
そ
の
月
の
1
日
の
方
は
、

誕
生
月
か
ら
、
2
日
以
降
の
方
は
翌
月

か
ら
該
当
し
ま
す
。

　
な
お
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
6
5
歳

か
ら
老
人
保
健
法
に
よ
る
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　
て
い
る
方
で
、
1
級
か
ら
3
級
・
4

　
級
の
一
部
に
該
当
す
る
方

　
☆
4
級
の
一
部
と
は
…

　
　
・
音
声
機
能
ま
た
は
言
語
機
能
の

　
　
　
障
害
に
該
当
す
る
方

　
　
・
下
肢
障
害
の
1
号
、
3
号
ま
た

　
　
　
は
4
号
に
該
当
す
る
方

、
二

い
て

②
国
民
年
金
障
害
年
金
の
1
級
及
び

　
2
級
に
該
当
す
る
方

③
　
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　
方
で
、
障
害
の
程
度
が
「
A
」
で
あ

　
る
方

④
　
①
、
②
、
③
に
相
当
す
る
障
害
を

　
有
す
る
方

該
当
す
る
方
は

　
　
　
　
　
障
害
認
定
申
請
を

　
該
当
す
る
方
は
、
受
給
資
格
の
申
請

を
し
て
、
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
入
院
等
で
や
む
を
得
な
い
事

由
に
よ
り
看
護
人
を
つ
け
る
場
合
の
申

請
は
、
事
前
承
認
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
早
め
に
保
健
衛
生
課
窓
口
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
盈
二
五
－

二
一
一
一
（
内
線
）
六
〇
五
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
と

　
　
　
　
　
　
交
通
事
故

　
交
層
事
故
で
ケ
ガ
を
し
た
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
交
通
事
故
の
場
合
で
も
届
出
を
す
れ

ば
国
民
健
康
保
険
で
治
療
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
国
民
健
康

保
険
係
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
国
民
健
康
保
険
で

治
療
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は

　
加
害
者
が
負
担
す
べ
き
治
療
費
を
国

民
健
康
保
険
で
一
時
立
替
え
て
支
払
う

と
い
う
こ
と
で
す
。
立
替
え
て
支
払
っ

た
治
療
費
は
、
あ
と
で
加
害
者
（
自
賠

責
・
任
意
保
険
が
あ
る
場
合
は
損
保
会

社
）
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
必
ず

　
　
警
察
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う

　
事
故
証
明
書
が
な
い
と
損
保
会
社
へ

請
求
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

事
故
に
あ
っ
た
ら
必
ず
警
察
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
保
健
衛
生
課
国
民
健

康
保
険
係
盈
二
五
⊥
二
一
文
内
線
）

六
〇
四
・
六
〇
五
へ
。

新
し
い
戸
籍
は正

し
い
字
で

　
戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得
す
る

場
合
と
か
、
相
続
登
記
を
す
る
場
合
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
、
日
本
人
に

つ
い
て
の
身
分
関
係
を
登
録
・
公
証
す

る
公
文
書
と
し
て
重
要
な
も
の
で
す
か

ら
、
正
し
い
文
字
で
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏
名
が

誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
官

公
署
の
窓
口
等
で
ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、

社
会
生
活
上
、
不
便
を
強
い
ら
れ
て
お

ら
れ
る
方
々
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
平
成
三
年
一
月
一
日
以
後

は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・
俗
字
で
記

載
さ
れ
て
い
る
氏
名
は
、
新
し
く
戸
籍

に
記
載
す
る
場
合
に
、
正
し
い
字
を
用

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
正
し
い
字
で
記
載
し
ま
す

、
新
し
い
戸
籍
に
は

ω
　
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

　
俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に
つ

　
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

　
新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字
で
記
載

　
し
ま
す
。

　
ア
、
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

　
イ
、
養
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

　
　
の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

　
ウ
、
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

⑭
　
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

　
載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時
あ

　
る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後
に
そ

　
　
む
ね

　
の
旨
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

㈹
　
俗
字
の
う
ち
、
「
高
」
と
か

　
「
崎
」
な
ど
、
一
定
の
範
囲
の
字

　
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
記
載

　
し
ま
す
。

二
、

申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に

　
　
訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

　
現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
で
は
正
し
い
字
に
は
直
り
ま
せ
ん
が
、

申
出
に
よ
っ
て
、
い
つ
で
も
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い

字
に
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三
、

申
出
に
よ
っ
て
や
さ
し
い
字
体
に

　
　
　
　
直
す
こ
と
が
出
来
ま
す

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
が
、

例
え
ば
「
邊
」
と
旧
字
体
で
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
ご
不
便
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
は
、
申
出
に
よ
り
、
そ
の
字
体

に
対
応
す
る
新
字
体
（
通
用
字
体
）
で

あ
る
「
辺
」
に
直
す
（
更
正
す
る
）
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
法
務
局
・
白
石
市
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あ
な
た
の
保
険
料
が

　
年
金
制
度
を
さ
さ
え
ま
す

　
年
金
の
大
切
さ
は
よ
く
わ
か
っ
て
い

で
、
も
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
と
考
え
て

い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
．
、

　
国
民
年
金
は
、
若
い
世
代
か
ら
老
齢

世
代
ま
下
、
一
体
と
な
っ
た
相
互
扶
助
の

し
・

、
み
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
一
へ
ひ

と
り
が
、
保
険
料
を
毎
月
き
ち
ん
と
納

め
る
こ
と
で
、
あ
な
た
自
身
の
将
来
の

生
活
基
盛
を
築
き
な
が
ら
、
国
民
年
金

制
度
を
さ
さ
え
τ
、
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
一
り

　
保
険
料
は
忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
は
、
二
十
歳
か
ら
六
十
歳

ま
下
、
加
天
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

f
、
い
ま
す
。「上下水道使用料」の納入は

　　　　　　毎月忘れずに！

　
　
　
醐
6

　
六
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
方
も
、

希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま

す
。

　
六
十
歳
に
な
っ
た
と
き
、
保
険
料
を

納
め
て
い
な
い
期
間
が
あ
っ
て
、
老
齢

墓
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
資

格
期
間
（
二
十
五
年
以
上
）
を
満
た
せ

な
い
方
は
、
そ
の
不
足
期
間
分
の
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
不
足
期

間
が
五
年
以
内
の
方
）

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
る
資
格
期
間
を

満
た
せ
る
方
で
も
、
よ
り
多
く
の
年
金

を
受
け
る
た
め
に
加
入
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
た
だ
し
、
満
額
以
上
の

年
金
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
は
大
切
に

　
年
金
手
帳
に
は
、
年
金
に
加
入
し
た

期
間
を
整
理
す
る
た
め
の
記
号
番
号
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
号
番
号
は
、
一
生
を
通
じ
て

使
用
す
る
も
の
な
の
で
、
以
前
国
民
年

金
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、
再
び
国
民

年
金
に
加
入
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
年

金
手
帳
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金
の
届
出
や
相
談
の
際
に
も

必
要
と
な
り
ま
す
。
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

ミ
覧

グ
畠

　
さ

へ
噛
、

　
迄

乙
誠

皇

く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
助
成
事
業
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
品
整
備

　
　
國
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民

　
の
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
促
進
し

　
そ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

　
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
に
資
す
る
た

　
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実
施

　
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
鷹
巣
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議

　
会
で
は
、
今
回
そ
の
助
成
を
受
け
て
、

　
次
の
備
品
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
　
1
6
ミ
リ
映
写
機
、
ス
ク
リ
ー
ン
、
映

　
写
ス
タ
ン
ド
、
ス
ラ
イ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
タ
ー
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　
タ
ー
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
デ
ッ

　
キ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
用
審
判
台

　
　
こ
れ
ら
の
備
品
は
、
鷹
巣
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
保
管
さ
れ
、
コ
ミ
ュ

　
ニ
テ
ィ
活
動
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な

　
り
ま
す
。

へ
、

『
一
釘
k
倒
ド
｝
質
』
旨
凝
り
》
認
吋
》
認
、
h
」
㌦
㌧
㌧
ト
■
卍
〆
乙
ド
，
レ
，
レ
一
，
9

㌧

“
紙
上
か
ら

籍
　
お
礼
串
し
あ
げ
ま
す
皿

【ン　
　
生
活
基
盤
の
整
備
や
白
石
城
復
、
兀
資
黛

　
金
と
し
’
し
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
二

　
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
お
礼
申
筑

　
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
近
鉄
物
流
㈱
取
締
役
社
長
　
鈴
木
善
『
．

　
之
助
氏
、
小
室
照
枝
氏
、
写
真
研
究
会
『
』

　
集
団
新
白
石
　
代
表
半
澤
哲
夫
氏
、
佐
職

　
久
間
充
立
氏
、
片
平
夘
五
郎
氏
、
片
平
怯

“

島
5
ド
β
ρ
嗣
民
5
ρ
：
r
ー
ジ
引
－

一
ン

尊
yゴf’』

噌
一
一

『
曽㌦一ロ▽

『
ぬ鱒

『
猛電刃㌧ろム

一
ン

の
ソ

コ
い
　

．
．
忠
雄
氏
、
佐
藤
要
治
氏
、
片
平
福
雄
氏
、
牝

7
1

ご
．
、
安
彦
清
氏
、
平
間
好
男
氏
、
平
間
善
治
．
｝

ゆ
ン

ア

、
氏
、
塚
野
隆
氏
、
渡
部
孝
一
氏
、
高
子
呂

一
［
一ノ

汀
、
隆
男
氏
、
小
野
定
雄
氏
、
佐
久
間
正
吉
・

「
ンゴ

”
．
、
氏
、
志
村
千
與
吉
氏
、
小
野
和
博
氏
、
、
’

f7ヨ

・
長
谷
川
春
夫
氏
、
斎
藤
芳
夫
氏
、
高
僑
．
「

．
、
孝
子
氏
、
高
僑
き
よ
し
氏
、
高
橋
章
氏
、
』

黛硫
菅
野
と
！
、
子
氏
、
登
別
市
登
別
物
産
会
、
、

肌
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
ア
ツ
ギ
ナ
イ
ロ
ノ
労
働

ユ∴
組
合
白
石
支
部
、
協
立
精
機
㈱
代
表
取
、

一
ノ
い

し
締
役
　
元
松
至
と
氏
、
創
価
学
会
代
表
』

聖ロ
ェ

．
、
、
役
員
　
森
田
一
哉
氏

玉へ
一

◎上下水道使用料は、毎月25日が納

　期限です。

◎口座振替日は、毎月20日です。預

　金不足にならないようにご注意く

　ださい。

　水道・下水道の届けは

　　　　　　　　　お早めに

◎水道・下水道の使用開始、中止、

　変更するときは、印鑑持参のうえ

　4～5日前までに水道事業所〔城

　北町4－6餐25－5522〕、また

　は下水道課〔市役所2階暦25－

　2111（内線）272〕へ届け出てくだ

　さい。

水道管に冬仕度を

　屋外の水道管やメーター箱が凍結

すると皆さん方も水道事業所も損害

をこうむります。早めに保温し寒さ

から水道管を守りましょう。

●水道管が凍るのは

　・気温が氷点下4度以下

　・屋外にある水道管

　・北側にある水道管

　・むき出しになっている水道管

　・風あたりが強いところの水道管

◎水道管の凍結を防止するには

　・水抜栓等で管内の水を抜く。

　　‘ハンドルはいっぱいにしめる

　　こと。中途半端にすると漏水し

　　ます）

　・発泡スチロール等をビニール袋

　　に入れて量水器管内に入れるの

　　も効果があります。

　・保温筒のこわれている所は新し

　　いのと取替えてください。

　・電熱線等も効果的です。

※水道管が凍結、破裂した時は、水

　抜栓などで水を止めて最寄りの公

　認水道工事店に修繕を依頼してく

　たさい。

　凍結防止・その他水道に関する相

談は、白石市水道事業所ビ給水係）

腔25－5522または公認水ナ萱．一事店

にご相談ください。

㌶
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《の診臼

勿暫串診り

へ
★
1

，
擢

診

’
趣

傷
」

’
轟

一5世代9人家族に合った料理です

　　菅野　貞子さん（福岡）

豆
腐
の
五
目
あ
ん
か
け

〔
材
料
〕
四
人
分

と
う
ふ
2
丁
、
と
り
肉
㎜
9
、
に
ん
じ

ん
㎜
9
、
ね
ぎ
一
本
、
わ
か
め
少
々
、

い
り
白
ご
ま
大
さ
じ
5
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

㎜
9
、
油
少
々
、
砂
糖
少
々
、
す
り
み
そ

大
さ
じ
3
、
だ
し
汁
カ
ッ
プ
2
、
み
り

ん
大
さ
じ
2
、
片
栗
粉
大
さ
じ
4
～
5

〔
作
り
方
〕

陥
一
と
う
ふ
一
丁
を
四
つ
に
切
り
、
水
気

　
を
切
っ
て
お
く
。

國
一
に
ん
じ
ん
、
ね
ぎ
、
わ
か
め
は
細
か

　
く
切
っ
て
お
く
。

圖
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
塩
ゆ
で
に
し
て
お
く
。

回
と
り
肉
は
ボ
イ
ル
し
て
さ
い
て
お
く
。

囹
厚
手
の
な
べ
に
油
を
入
れ
、
に
ん
じ

　
ん
、
わ
か
め
、
と
り
肉
を
い
た
め
る
。

囹
圖
に
火
が
と
お
っ
た
ら
、
だ
し
汁
、

砂
糖
、
み
り
ん
、
す
り
み
そ
を
入
れ

調
味
す
る
。

一
囮
水
ど
き
片
栗
粉
を
作
り
、
囹
に
流
し

入
れ
、
と
ろ
み
を
つ
け
る
。

国
団
に
図
を
た
っ
ぷ
り
か
け
、
ゆ
で

た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
そ
え
る
。

　
（
囮
、
図
と
も
夏
は
冷
や
し
て
、
冬

　
は
温
か
く
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
）

※
季
節
の
野
菜
や
果
物
を
そ
え
る
と
美

し
く
仕
上
り
ま
す
。

　　ブロツコリー
　　　　　　　　について

　11月から3月ごろに出盛るブロッ

コリーは、あっさりした味なので、

肉、チーズ等と相性もよく、誰か

らも好かれやすい野菜です。

栄養的（ビタミンA・C）には

　　ほうれん草にも負けません

　ビタミンA・B1・BE・Cを含
み、くせやエグ味がありません。

選び方

　っぼみが大きく、濃い緑色をし

ていて全体にこんもりとよくしまっ

たものが良質です。色がまだらだっ

たり、黄色い物は古いので避けま
しょう。

調理法

　ゆでるときは、たっぷりの湯で

塩ゆでし、茎の切り口に十文字の

切り目を入れるとむらなくゆでら

れます。

保存の仕方

　ラップに包んで冷蔵庫の中段
（5℃位）に入れてください。た
だし、冬でも3～4日、夏だと1

～2日でっぼみが開くので、日持
ちはよくありません。

消費生活モニター調査結果調査年，，．平成、年、、．、，蔽

品月　規　格論論器格’藷格月編月詳ヒ鵡年編（上昇品目）（上昇品目）

　砂糖・サラダ油・小麦粉・マーガリン・洗

　濯用合成洗剤・カレーライス・灯油（店

　頭・配達）・レギュラーガソリン・軽油・

　即席中華めん
（下降品目）

　しょうゆ・バター・ラップ。プロパンガ

　ス・炭酸飲料
（横ばい品目）

　食パン・牛乳・ティッシュペーパー・理

　髪料・パーマネント料

（上昇品目）

　しょうゆ・サラダ油・食パン・マーガリ

　ン・牛乳・バター・ティッシュペーパー9

　洗濯用合成洗剤・カレーライス・理髪料・

　パーマネント料・灯油（店頭・配達）・レ

　ギュラーガソリン・軽油・プロパンガス・

　即席中華めん
（下降品目）

　砂糖・小麦粉・ラップ

（横ばい品目）

　炭酸飲料

　　％

前年同月

　　95、7

　124．3

　104．4

　　987

　104．9

　116．了

　10a3

　】025

　1D　I，6

　　943

　107，2

　106、3

　1i　o．9

　100．6

　157．5

　163，7

　U6．7

　130．9

　1】5、4

　105．3

　10D，O

前月
　100，8

　　88．6

　104，2

　103．3

　100．0

　114．9

　100．0

　　995

　100．0

　　968

　104，8

　102．O

　ioO．0

　100、O

　】07．5

　1037

　103，7

　iO6．0

　　99．5

　102．6

　　ggo

前年同月

　　255

　　263

　　406

　　224

　　143

　　192

　　222

　　365

　　124

　　227

　　719

　　476

　1，517

　5，4胃

　　696

　　727

　　121

　　　68

　4，282

　　　76

　　　98

前月
　　242

　　369

　　407

　　214

　　150

　　195

　　236

　　376

　　126

　　221

　　736

　　496

　1，683

　5，450

　1，020

　1、147

　　135

　　　84

　4，965

　　　78

　　　99

　244

　327

　424

　221

　150

　224

　236

　374

　126

　214

　771

　506

1，683

5，450

1，096

1，190

　140

　　89

4，g41

　　80

　　98

最低価格

　　210

　　244

　　358

　　173

　　140

　　158

　　193

　　369

　　100

　　198

　　598

　　450

　1，500

　5、200

　1，080

　1，0B　O

　　137

　　85

　4、389

　　69

　　89

最高価格

　　280

　　500

　　530

　　260

　　160

　　200

　　280

　　390

　　150

　　247

　　855

　　500

　1，900

　5，500

　1，113

　1、316

　　144

　　93

　5，25B

　　90

　　100

　規　　　　格

上白糖1㎏

上級濃口12ポリ容器入り

ポリ容器入り700g

薄力粉1㎏

並食1袋

ソフトカルトン入り225g

紙容器入り1，000cc

カルトン入り2259

400枚（200組）紙箱入り

幅30㎝

濃縮小型洗剤1．5㎏

並食1皿

小学生調髪

コールドショート

1麗〔店頭価格）

182　1配達料込，

1乏現金

12現金

10㎡（気体）

袋入り10Dg

缶入り350皿1

　品　月

1，砂　　糖

2．Lようゆ
3．サラダ油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン

6，マーガリン

7．牛　　乳

8，・ベ　ク　ー

「〆一ペユ
シツイ一

ア

9．

10、ラ　ッ　プ

1L洗濯用台成洗剤

12、カレーライス

B理髪 料

」4．パーマネント料

曲】5．灯

16．レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18プロパンガス

壌即席中華めん

20、炭酸飲料

嗣’儒

◎手づくり年賀状教室

　手近なものを使って、自由な発想

で楽しい年賀状をっくってみましょう。

○日　時　12月16日（日）10時～15時

○講師小岩庄一先生

○対象小学生以上
　（お父さん、お母さん、おじいさ

　　ん、おばあさんもどうぞ）

O用意するもの　絵の具、カッター、

　はさみ、彫刻刀、自分で使いたい

　材料（じゃがいも、さっまいもな

　ど）、昼食

※男性の方も利用できます。3歳児

以上の託児も行っています。

12月の休館日

　3・9・17・23・24。28・29・30・31日

◎クリスマス、お正月の
　　　　　　ための料理教室

○クリスマスには手づくりの

　　　　デコレーションケーキを

　・日時　12月19日困10時～12時

　・定員　18名

○おせち料理

　・日時　12月26日㈱10時～12時

　・定員　18名

○材料費　実費

○講師　畠っね先生
　　　　　　　　　　　さんかくきんO持参するもの　エプロン、三角巾

xxxx■x■茎署x＝

庫成人式
中央公民館では、昭和45年4月2

ヨから昭和46年4月1日までの間に

監まれた方を対象に、成人としての

呂発を祝し、成人式を開催いたしま
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1障害者の職業訓練生を募集します

○応募資格　義務教育終了者、また

　はこれと同等以上の学力があると

　認められる障害者の方で、1～2

年間の訓練に耐えられる方

O募集科目および定員

科　目

電子機器科

洋裁科
福祉機器科

経理事務科

理容科

定員

10名

10名

10名

20名

10名

科　目

印　刷　科

広告デザイン科

OA事務科

縫製実務科

製本紙工科

定員

30名

20名

10名

10名

10名

※縫製実務科、製本紙工科は、

精神薄弱者で通校できる19歳未

満の方に限ります。

○訓練期間

　一年課程　平成3年4月から平成

　　　　　4年3月まで
　二年課程　平成3年4月から平成

　　　　　5年3月まで
○選考方法　作文、面接および適性

　　　　検査による。

○願書提出先　白石公共職業安定所

詳しくは、社会福祉事務所福祉係

智25－2111（内線）156へ。

　市営住宅入居者
　　　　　募集について

◎第一種住宅（収入基準162，000円

以下）

団地名

新館

寿山

型式

3K

3K

家賃史敷金は3月分）

3，000円～7，400円

3，300円～3，500円

家
数

空
戸

7戸

5戸

　明るい選挙啓発標語の

　　　　　募集について

　来春4月に第12回統一地方選挙

（県議選、市議選）が予定されてい

ます。

　この統一地方選挙にかかる明るく

豊かな郷土づくりや、棄権防止等を

題材とした明るい選挙啓発の標語を

募集します。

○応募方法　標語1編を官製ハガキで。

　÷応募者の住所、氏名を明記して

　！ださ1，、。

○応募先　白石市大手町1－1

　　　　白石市選挙管理委員会
○応募締切日

　平成3年1月10日㈱当日消印有効

採用の標語にっいては、統一地方

選挙の啓発に活用させていただきま

す。

◎第二種住宅（収入基準100，000円

以下）

団地名

城南

丘が緑

新館

桜田

型式

3DK

3DK

3K

3DK

1家賃（敷金は3月分）

23，000円

14，500円～16，500円

10，500円～12，600円

20，000円・21，000円

家
数

空
戸

2戸

9戸

6戸

1戸

　能力開発セミナー

　　　　　　受講生募集

　雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、12月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。自己

啓発や資格取得を目指す人、初心者

など広く一般を対象としていますの

で、この機会に、ぜひご参加を。

○主な講座

　パソコンBASIC、マイカー点
　検講座、センサー入門、第一種電

　気工事士受験準備（実技）、他

　詳しい内容、日時、受講料にっい

てのお問い合わせは、〒985多賀城

市明月2－2－1　雇用促進事業団

宮城技能開発センター開発援助課

姪022－362－2254へ。

穆
7

　県営住宅
　　　　　入居者募集

家
数

空
戸

　市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係岱25－

2111（内線）262へお問い合わせく

ださい。

　自衛官を
　　　　募集しています

団地名

緑が丘

型式

3DK

家　　賃

14，500円～16，500円 22戸

問い合わせは、仙台市青葉区上杉

1－1－20（財）宮城県建築住宅セン

ター行022－224－0014へ。

○応募資格18歳から27歳未満、あと

　半年で18歳になる方も応募できます。

○身　分　特別国家公務員

○待遇初任給121，000円

　9か月で、1等陸・海・空士に昇

　任し、10，400円アップ。

　防衛庁職員給与法により定期昇給

　年1回、賞与年3回（5．1か月分）

O勤務通常8時～17時
　　　　土曜日　8時～12時
　※第2・4土曜、日曜日、祝日は

　休みです。

　詳しくは、市民課盈25－2111

（内線）130または、大河原募集事務

連絡所盈0224－53－2185へお問

い合わせください。

17

　市では、平成3年4月1
日から白石市保育園に入所

する児童を下記により

　　　募集しま～す

魯
碧

④
， 3

■保育園に入所できる条件

　児童の保護者が次のいずれかに該

当し、家庭で保育できない場合です。

　（1）家庭の外で仕事をしている場合

　（2）家庭内で児童と離れて仕事をし

　ている場合（内職・自営業）

　（3）母親が妊娠中または、出産後間

　　もない場合

　（4）病気・負傷または、精神もしく

　　は身体に障害がある場合

　（5）長期にわたる病人または、心身

　障害者働の世話をしている場合

　（6）その他、どうしても家庭で児童

　の保育ができない場合
回入所手続き

　入所申請書は、入所を希望する保

育園から受け取り、所要事項記入の

うえ、申請書の交付を受けた園へ提

出してください。

　ただし、東・西・南。北の各園に

平成2年度新たに入所希望の方のみ

福祉事務所保育係へ提出してくださ

いo

　（1）申請書の配布　12月3日（月）～

　（2）申請書の受付

　　平成3年1月7日（月）から

　　　　　　　1月25日㈹まで
　（3）受付時間

　　平日8時30分～17時
　　土曜日　　〃　～12時
（第2・第4土曜日は閉庁日です）

回提出書類

　（1〉保育園入所申請書

　（2〉保育に欠ける状況を確認する書

　類
　就労状況

幻

自営（商業・

農業）の方

内職の方

就職の決
まっている方

自営業証明書

農業証明書

内職証明書

就業証明書

児
員

殿
簸

内職先

勤務
予定先

父・母・
祖父・祖母

疾病等

市民税を

納めてい

ない方

保護者の状況 提出書類 発行者

2年度市民税

非課税証明書

出産の前後 母子手帳

市役所
父・母・
祖父・祖母

長期疾病者

病入の看護等

診断書

保護者の状況

勤務の方

市役所

医　師

該当者

母

提出書類

就業証明書

父・母・
祖父・祖母

発行者

勤務先

※祖父母にっいては65歳未満の方

※就業証明書・内職証明書・自営業

証明書・農業証明書は、保育園・福

祉事務所で配布します。

（3）保育料認定に必要な書類

①前年1月1日に白石市に住んでい

　なかった方は、前年1月1日の住

　所地から市町村民税（非）課税証

　明書、固定資産税課税証明書を取

　りよせてください。

②保育料認定の際、所得税額算出に

　ついては、住宅取得控除、配当控

　除、および外国税額控除の適用は

　受けられません。

③書類審査や面接等の結果、保育に

　欠ける程度の高い順に保育所の欠

　員数に応じて入所を決定します。

團保育所入所定数

該当者

父・母・

祖父・祖母

区分

給与所得

者（会社

員・公務

員等）

提出書類

2年分源泉徴

収票

発行者

勤務先

該当者

父・母・

祖父・祖母

施設名

東保育園

※西保育園

告
い
自
農

申
て
（
。
ー

定
し
方
業
等

確
を
る
営
業

市民税を

納めてい

る方

固定資産

税を納め

ている方

2年分確定申

告書の控え又

は所得税納税

証明書

2年度市民税

課税証明書
（平成元年分に

課税のもの）

2年度固定資

産税課税証明

書

南保育園

北保育園

越河保育園

定員

90名

90名

120名

60名

60名

施設名

深谷保育園

小原保育園

白川保育園

大鷹沢保育園

定員

60名

税務署

市役所

40名

40名

50名

・入所できる年齢は、1歳～5歳です。

※西保育園のみ生

福祉法の規定により、それぞれの家

庭の前年の課税状況により決められ

ます。（一律ではありません）

詳しくは、福祉事務所保育係昼25

－2111（内線H54へお問い合わせ
ください。
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一

新春を寿ぐ市民の集い

秘書企画課から

○日　時　平成3年1月5日働

　　　　午前11時から

○会場白石蔵王パレスホテル

○会費2，500円
○申し込み　12月19日㈱まで（名簿

　1乍成のため厳守）市秘書企画課

豊25－2111（内線）330または、

各事務連絡所へ会費を添えてお申

　し込みください。

　なお、申込用紙は、各自治会ご

とに回覧しますのでご利用ください。

年末年始における

衛生処理業務について

年末年始の衛生処理業務は次のと

おりです。なお、業務が混雑し対処

しきれない場合もありますので、早

めにお申し込みください。

施設名

衛生センター

仙南リサイクル

　センター

白石・

七ケ宿斎苑

業務内容

ごみ処理

し尿収集

粗大ゴミ

火葬業務

摘　要

12月30日（日）

正午まで収
集（※）

一般持込も

同上

12月30日（日）

正午まで収

集

12月30日（日）

正午まで受
付

12月31日（月）

まで平常通

り

※福岡・大平地区を除く月曜日の収

　集地域の可燃物のみ

衛生センター・仙南リサイクルセン

ターは、1月4日㈹から、白石・

七ケ宿斎苑は1月3日内から平常
通りの業務となります。

詳しくは、保健衛生課置25－21

11（内線）602、または各施設へお

問い合わせください。

19

．無料特設人権相談所を1
　　　　　　　　へ　　ド　　　　　　開設します

　第42回人権週間の行事としてr無

料特設人権相談所」を開設します。

　どんなことでもお気軽にご相談く

ださい。なお、相談の内容はすべて

秘密にされます。

○日　時　12月4日（火）・5日（弱

　　　　10時～15時

○場所　白石市役所第3会議室
○担当者　法務局職員、人権擁護委員

企業の発展に

退職自衛官を・

　退職自衛官は、団体生活で培われ

た指導力と協調性に富んでおり、強

い責任感と根性もあります。

詳しくは、〒980仙台市青葉区本

町1－3－9第六広瀬ビル（3階）

留022－227－2610へお問い合わ
せください。

税の窓ロ《験

市税の納め忘れは

　　　ありませんか

　12月は、市税の納税強調月問です。

もう一度お手もとの納税通知書を確

かめてください。もし納め忘れの税

金があった場合は、お早めに納めて

ください。

　なお、納税通知書を紛失した場合

は再発行しますので、市税務課管理

徴収係智25－2111（内線）141、144

までご連絡ください。

今月は、固定資産税第4期、国民

健康保険税第7期の納期限です。な

お、納期限は年末年始休暇の都合上、

平成3年1月4日（納期限が土曜日

または休日であるときは、その翌日）

になりますのでご注意ください。

水洗化のおすすめ

一さわやかライフは
　水洗トイレから一

　当市においては、皆様のご協力を

いただき、公共下水道の整備に努め

ております。

　すでに、公共下水道処理区域とし

て公示され、皆さんの家庭敷地内等

に公共桝（白石市で設置）が設置し

てあり、まだ排水設備（トイレの水

洗化等）をされておられない方々の

ご協力をお願いいたします。

　これら水洗化等の工事は、白石市

公認排水設備工事等工事業者に直接

申し込みください。

詳しくは、市下水道課盈25－2111

（内線）273へ。

今月は、下水道事業受益者負担金

（第3期）の納期月です。

公立刈田綜合病院

年末年始診療予定について

　公立刈田綜合病院の年末年始の診

療予定は次のとおりです。

年

2年

3年

月　日

12月28日

29日

30日

31日

1月1日

2日

3日

4日

曜日

金

土

日

月

火

水

木

金

午前 午後

診休ケ療診

診休

療診

診休

〃

休診
当番医（外科）

休診

診療

診休

詳しくは、公立刈田綜合病院行25

－2145へ。

－
一
、

就学援助（準要保護〉制度について

教育委員会から
　在学中、または来春入学される！、見

童・生徒「小・中学生）の保護者の

方で。通学に要する学用品費等、新

たに児童・生徒を入学させるための

準備が、経済的理由で支障をきたす

方に就学援助制度があります。

　申請が認定されますと、学用品費．

修学旅行費、校外活動費等が給与さ

れます。

受給を希望される児童・生徒の保

護者の方は、児童・生徒の在学して

いる学校に、平成3年4月小学校就

学予定児童にっいては、就学予定小

学校にご相談ください。

　申請される場合は、12月14日まで

に、申請書を学校に提出してくださ

い。なお、この申請は平成3年度分

です。

みやぎ蔵王

白石スキー場開き

○日　時　¶2月15日出　11時

粉雪を舞い上げ、豪快にパウダー

スキーイングガ白石スキー場で初滑

りを楽しみましょう。

※当日は、リフト無料開放します。

たぱこは市内で買いましょう

聴BOOK9㌧ヤんβ面ρ～一しよん1園l
l☆今月の書棚（子ども読書室）　　　　　　　　　図書館利用案内

＜全11巻＞

学習研究社

　おもしろいストーリーとすてき

なイラストで、絵本や読み聞かせ

によって物語世界の興味に目ざめ

た幼い心を、一人読みへともう一

歩前進させます。

★「手づくり絵本」の

　　　　作品展示会
　宮城県図書館が主催した「手づ

くり絵本」展示会は、県図書館は

じめ県内で移動展示されこのほど

終了しました。

　今回は、白石から出品された作

品‘21点）を展示します。世界で

一冊しかない「手づくり絵本」の

素晴しさを、ぜひご覧ください。

C，期間12月14日團～16日（日）3

　　　　日間
0場所白石市図書館1階ホール

　○開館時問　　　　　　　　　　　　○休館日

　　月～土曜日　9時～4時55分　　　　12月23日制、28日囲～平成3年

　　日曜日　　　10時～4時　　　　　1月4日團まで

※年末年始の休館日（12月28日～平成3年1月4日）の間は、返却ポストの

利用はしないでください。

　　　　新着図書案内（抄）
こころの天気図　　　　　　河合　隼雄

　　　　　　聞き手・工藤直子
良い発想には毒がある・人をうならせる

アイディァの技術　　　塚田　　茂
短気負けん気花火師一代・丸玉屋十二代

　　　　　　　　　ノ1・勝　郷右
ニッポン海流紀行・島と岬と海峡と一

　　　　　　　　　清一水　俊夫
率直に話そうよりよい人間関係を築くた

めの14の秘訣　　　　工一ブ・ワグナー

　　　　　　　諸永　好孝。訳
二周目の人生設計　　　　　石井　威望
民族の血は騒ぐ一民族紛争がわかる本

　　　　　　　オーパス編集部編
贈与と相続をめぐる税金〔改訂版〕

　　　　　　　　　有賀　喜政
「週末」の達人・土日の創造しい過ごし方

　　　　　　　　　小石　雄一
身のまわりの薬草豆事典　　笹川　壽一
野菜むしゃむしゃ健康法・成人病大掃除

　　　　　　　　　石原　結實
四十歳からの知的素食学
一私が実践してきた頭と体の若さを保

　　っ秘訳一　　　　　　前田　昭二
水を訪れる・水利用と水資源開発の文化

　　　　　　　　　山口　嘉之
かぎ針編み教えて！　　　　大神　純恵、

これからは田舎暮らしがおもしろい！
r福島県・只見発」手づくりリゾート
奮戦記　　　　　　　　　吉津　耕一

日本甲冑の基礎知識

　　　　　山岸　素夫、宮崎　眞澄
高齢者のスポーツ。レクリエーション

　　　　　草川　一枝、占川　喬子

新すぐに役立っ式辞。あいさっ事典

　　　　　　　　　有村　佳郎
ごめんね！お姑さん・お母さん
嫁として娘としてボケとたたかう

　　　　　　　　　豊原ミツ子
夜明けの新聞の匂い　　　　曾野　綾子

本を読む女　　　　　　　林真理子
母を生きて来て　　　　　　田中　澄江
いのちの小さな声を聴け
　　　　　水上　　勉、灰谷健次郎
村の名前　　　　　　　　辻原　　登
新潮書き下し時代小説

幾松という女　　　　　　南條　範夫
卜伝最後の旅　　　　　　　池波正太郎
名探偵ただいま逃亡中　　　生島　治郎
犯人のいない殺人の夜　　　東野　圭吾
菜摘ます児　　　　　　　杉本　苑子
四千万歩の男←）～㈲　　　　井上ひさし

子どもの本

いろのえほん

いろいろサンタのプレゼント

　　　　　しのざきみつお・作。絵
ぴことぽこのえほん8

たいやきほっかほか　文・間所ひさこ

　　　　　　絵・草間しんのすけ
ぼぐのもらったお年玉

　　　　　　日本児童文学者協会
ほらふきてんぐ　　日本児童文学者協会
たのしい料理　　　　小林カツ代・さく

　　　　　　　尾崎　曜子。え
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12月2日

　内科　大沼医院　　　暦25－2502
　外科　刈田病院　　　費25－2145
　歯科　村上歯科医院智26－2678

12月9日

　内科　広瀬医院　　　盈25－0238
　外科　宮城医院　　　曾25－2062
　歯科　真壁歯科医院餐32－3122

12月16日

　内科　三浦クリニック答25－6854
　外科　加藤（大）医院費26－2653

　歯科　岩田歯科医院a25－2191

12月23日

　内科　海上医院　　　盈25－1501
　外科　斎藤医院　　　餐25－！222
　歯科　水野歯科医院盈26－2401

12月24日

　内科水野内科囲二戸留25－2736

　外科　堤医院　　　　貧25－1181

　歯科　村上歯科医院留33－4125

12月30日

内科　柿崎医院　　　行25－2210
　外孝斗　　やまや婦人クリニック2至25－0088

歯科　谷津歯科医院岱26－3254

1月1日
内科　亘理医院　　　暦25－8501

外科　銭谷医院　　　餐25－2010

歯科　高橋歯科医院各26－3543

※都合により変更になる場合もあります。

』市府璽壁蜘
！1・ノ16～11／1訂）は累計［

　冬道の安全運転　　　1
　　　「1，2，3」運動1
　1割のスピードダウンをしよう，

　2倍の車間距離をとろう

　3分早めに出発しよう

一・一今月の土曜閉庁日は、8日と22日です

12月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

無料法律
相　　談

者
談

害
障
相

青少年
相　　談

相談日

14

14

14

14

5・25

14

14

　毎週
月・水・金

リオン

6・19
ニホン
21

14

10

　毎週
月・火・木・金

時　間

10100～
　12100

10：00～
　15100

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

10：00～
　12：00

9＝30～

15：00

10：00～
　15：00

10：00～
　15100

13：00～
　14：00

10130～
　11：30

10：00～
　15：00

10：00～
　15：00

場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
電話相談にも応じますB

内 容

市行政に対する質問、要

望等にっいて、川井市長

が直接相談に応じます。
（代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の行

う仕事にっいて困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困

りごと

健康保険、船員保険、厚

生年金など

相続や贈与、土地売買に

関する税金、法人の税金

などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律についての困りごと

9：00～

17：00

身体障害者精神薄弱者の

生活、職業、結婚等

25－2111（内線）351

階
談
一

4
目

所
木
タ

役
年

硬
ン

白
青
セ

子供の教育上の相談

　、　　　　事故発生件数

轍（4411藷）

死亡者数
0人

（2人）

負傷者数

　5人
（69人）

紙表の月今口

．
コ
〃

　
σ　

、
ン
秀

払

舜

技に生きる⑧う

　　　　　　　ぐ 　　、鐸
　　　　　』匁澱賭嘔講撫

　 覆・　　・　　　　　　総・1　　がんぱります」と清治さんの力強い言
　　ン．ギ　　　　篶　　　　　乱『　　葉には励まされる患いがしました。

　　　　ガ罵
　　　　～

頂
．
縫
鍵
　
　 カクダヤ靴店は、昭和20年に創業し、
鯨

　　かぱん、靴、傘の修理をしてくれるの

　　は、今や仙南でここだけということで

羅鱗す。
　饗・転　　その技をわが町に生かし続けている
　鞭のが角田清治さん（72）。

物損件数

　37件
（362件）

　　　　　　　●●　　口　と　　　　　　　”
　　帯数　　　　　　42，406人
　　末現在　　　　　　　（＋21人）

　●　，

20，783人
（＋14人）

　
　
駄
劫

・
曾
62
”

　
　
2

一
11，903世帯

（＋30世帯）

（ン内は対前月比

2ρ


